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用語解説（40）

　下層ジェット
§

　「春一番」という言葉の感じが，冬から春への時候の

変わり目をうまくとらえ，明るい春の訪れの期待感をも

っているところから，この言葉が急速に全国に拡がって

きた．日本海の発達した低気圧により，春になって始め

て吹く強い南風を春一番という，と多くの歳時記に記さ

れているが，気象用語として使うには検討すべき点が多

い．

　春一番の言葉の変せんは次のとおりである．

　（1）　春一番が俳句の季語として登場したのは最近で

（平凡社1959：俳句歳時記，宮本常一），1955年以前の

歳時記には採録されていない．季語としての説明文は文

献（2）を参照．

　（2）　春一番の用語を報道機関が最初にとりあげたの

は，1963年2月15日の朝日新聞朝刊で「春の突風」と

、・う解説記事である（1）．1964年以降は各社一斉にこの

言葉を用いている．

　（3）　長崎県壱岐・郷の浦の目良亀久（現78歳）は，

1937年12月発行の「旅と伝説」誌で，春一番について次

のように記した．　「その春の一番最初に吹く烈南風を春

一番といって，この風が吹き通るとそれからは風が大変
　　　　　　　　　　　　　　　　　

やわらかになるという．春一番はヂバエ（南南東の風），

マバエ（南風）が多く，カラシバナオトシ（菜種の花を

咲ぎおとす風）と同じである」　（注：壱岐の菜種の開花

億3月上旬，満開は3月末）

　（4）　もともと壱岐の漁師の言葉である春一番が広が

った地域は，能登，志摩以西といわれているが，最近は

全国的に広がった．

　（5）　吹く時期としては春になってから，2月末か3

月初めごろ，また春の彼岸前後（瀬戸内海）など地方に

より区々である．

　以上が文献を総合した春一番の定義であるが，最近の

新しい語感に則した気象用語としての定義をまとめる必

要があろう．気象庁天気相談所では，内規として東京の

春一一番の定義を暫定的に次のように定めてある．　r立春

から3月彼岸中日ごろまでの期間で，日本海の発達した

・低気圧により最初に吹いた南よりの強風」．この期間が

適当かどうか，弱い低気圧でもこれに伴う寒冷前線によ

る強風が吹いたとぎはどうするか．語源に逆らって春一

番のあと，風がやわらかくならずに強い寒の戻りがきた

場合はどうするかなど問題が多い．

　雷雨や集中豪雨に関する文献に，r下層ジェット（10w

level　jet）」という語をよく見かける．これが構造も成

因もおよそ異なる現象をさしているため，その定義が間

題になる．

　米国中西部で暖候期によく発達する別名southerly　jet

と称される強風域は，下層ジェットという言葉が初めて

使われた現象である．かりにこれを（米）型とし，日本

付近に発生し大雨との関係がよく議論される下層ジェッ

トを（日）型として，両者を比べてみよう．まず発生位

置についてみると，　（米）型は低気圧の暖域で発達する

ことが多いが，ジェットの中心のあらわれる位置が地理

的にほぼ決まっており，むしろ気候的特徴と見なせる．

いっぽう（日）型は，梅雨前線付近によく見い出され，た

いてい上層のジェット気流につながっており，対流性の

帯状降雨に沿って形成していることが多い．なお（米）

型は上層のジェット気流とほとんど関係なく発生してい

る．次に日変化について比較すると，　（米）型はこれが

明瞭で，真夜中に風速が最大となる．風向も規則的な日

変化を示す．ところが（日）型には日変化はほとんど見い

出されない．また鉛直方向の風速分布についていうと，

（米）型の場合，風速の最大になる高度は0．6～2．5km

で，とくに1km付近にもっとも頻繁にあらわれ，風速

の最大までの増加率（シァー）と極大から上の減少率の

大ぎさはほとんど同じである．（日）型の下層ジェット

軸の高度は3～5kmで，風速シァーは極大高度までは

かなり大きいが，これから上では非常に小さく，風速が

ほぼ一定の場合がよくある．最後に成因についてみる

と，　（米）型は下層大気の大規模な流れと・ッキー山脈

との相互作用が要因の一つとしてあげられており，境界

層における気温の変化が風向・風速の日変化の原因であ

ると説明されている．これに対して（日）型は，激しい

対流活動による運動量の上下混合によってでぎたと考え

ると，風速分布がうまく説明できる．

　下層ジェットと称されている現象は他にも幾つかあ

る．中でも，アフリカ東岸付近に最近見い出された大規模

（以下243ぺ一ジに続く）
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